
令和７年度学校評価アンケートのご協力の御礼と結果報告 

 

 日頃より、本校の教育活動にご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。 

 11月から 12月にかけて行いました学校評価アンケートにご協力をいただき誠にありがとうございました。

集計結果がまとまりましたのでご報告させていただきます。なお、集計結果の詳細をホームページに掲載して

おります。そちらもご覧ください。 

 また、今回の結果をもとに、今後の学校運営に生かし教育活動をより一層充実するように努めてまいりま

す。引き続き、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

１ 結果報告 

【生徒】令和 7年 11月 25日（火）実施  111名 

   ◆肯定回答（「とてもそう思う」「そう思う」の合計）が、90%を超える項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆肯定的回答が、80%を超える項目 

 ◆肯定的な回答が、50%未満の回答 

 

 

 

 

 

校長・教務 2．先生たちは、生徒や長井中学校のために努力している。(94%) 

教務 3. 学校行事は、お互いの良さを認め合い、仲間を大切にする機会になっている。(91%) 

学習３．授業で分からないことがあったときは、学習会や質問会などで相談できるよう工夫されて 

    いる。(91%) 

学習５．ICT機器が整備され、授業で生かされている。(91%) 

生活１．学級や部活動などにおいて、目標を持ち、達成に向けて努力する場面がある。(90%) 

生活４．体育の授業や部活動などを通して、体力を高め、健康に過ごすことができている。(93%) 

管理２．学校の設備は点検され、安全に学校生活を送ることができる。(92%) 

管理３．通信、HP、マチコミメールなどは、学校の様子をわかりやすく伝えられている。(91%) 

校長・教務１．学校教育目標「学ぶつながる切り拓く」を意識した学校生活を送っている。(83%) 

教務４．地域の方々と交流したり、協力した活動が充実している。(81%) 

学習１．進んで学び、自分で課題を解決する学習が取り入れられている。(88%) 

学習２．授業が分かりやすく、必要な知識や技能を身につけられている。(82%) 

学習４．総合的な学習の時間や道徳等を通して、人との関わりを持ち、自分を磨く学習が取り入れ 

    られている。(87%) 

生活２．あいさつ運動や日々の生活を通して、声を出して挨拶する習慣が身についている。(83%) 

生活３．学活のしおりはわかりやすくまとめられており、生活のきまりを守ることに役立っている。 

    (86%) 

管理１．避難訓練や防災学習などを通して、安全への危機管理意識を高めることができている。(87%) 

 

 

 

 

なし 



【保護者】令和 7年 11月 25日（火）～12月 9日（火）実施  86名 

 ◆肯定的回答が、90%を超える項目 

 ◆肯定的回答が、80%を超える項目 

 ◆肯定的な回答が、50%未満の項目 

３ 分析 

       問い合わせ 

                                                                横須賀市立長井中学校 教頭 棚井聡 

                                                                 TEL 046-856-2022  FAX  046-856-2132 

【学習面】 

全体として肯定的な回答が 80％を大きく上回り、電子黒板の導入もあって ICT 機器が整備され、授業

作りを組織的に取り組んでいる成果である。しかし、昨年度と比べると、「進んで学び、自分で課題を解

決する学習が取り入れられている」の項目はじめ、多くの項目で肯定的な回答が多い状態にはあるが、否

定的な回答をしている生徒、保護者が増えた。コミュニケーションを取りながら協働する学びのスタイル

が不安定で、生徒自身もその良さを感じきれていないと考察できる。 

今後も、もっと魅力的で、深い学びを実感できる授業づくりの研究に教職員全体で取り組んでいきます。 

【生活面】 

生徒、保護者の「学級や部活動などにおいて、目標を持ち、達成に向けて努力する場面がある」について

は、生徒が 90%で非常に高い数値を示してる。これは本校の学校目標「学ぶ つながる 切り拓く」に

ある“切り拓く”にある通り、学校生活における様々な取組に対して生徒が意欲的に参加できている、充

実している表れであると思われる。一方、生徒の「困った時に相談できる大人（教員や相談員）がいる」

の項目が 64％と非常に低いことは、我々にとって大きな課題です。全体的にもマイナス意見の割合が昨

年に比べて増えているので、もう一度、一人ひとりを大切にしながら寄り添い、全員が安心して楽しく生

活できる、居心地の良い学校づくりに努めていきたいと思います。 

【教務・管理他】 

概ね肯定的な意見が多い。今後も、学校行事を通しての生徒にとっての学校生活の充実を図っていきた

い。また、夏にあったカムチャッカ半島沖地震による津波警報を受けて避難所になったように、避難訓練

や防災教育等を通して意識を高め続けることが大切である。今後も地域と協力しながら進めていきたい。 

校長・教務２. 先生たちは、生徒や長井中学校のために努力している。(92%) 

校長・教務１. 学校教育目標「学ぶ つながる 切り拓く」を意識した学校生活を送っている。(84%) 

教務３．学校行事は、お互いの良さを認め合い、仲間を大切にする機会になっている。(88%) 

学習３．授業で分からないことがあったときは、学習会や質問会などで相談できるよう工夫がされている。(82%) 

生活２．生徒たちは、あいさつ運動や日々の生活を通して、声を出して挨拶する習慣が身についている。(81%) 

生活３．学活のしおりはわかりやすくまとめられており、生活のきまりを守ることに役立っている(87%) 

生活４．生徒たちは、体育の授業や部活動などを通して、体力を高め、健康に過ごすことができている。(85%) 

管理１．避難訓練や防災学習などを通して、安全への危機管理意識を高めることができている。(85%) 

管理２．学校の設備は点検され、安全に生活を送ることができる。(88%) 

管理３．通信、HP、マチコミメールなどは、学校の様子をわかりやすく伝えられている。(84%) 

なし 


